
■P２～５　特集 「山江村行政改革プラン」を策定 

■P６　　　村びとインタビュー 

■P７～９　村内トピックス 
　　　　　　介護保険制度シリーズ 
　　　　　　老人医療だより 

■P10～11　お知らせ 
　　　　　　むらの動き 

■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

大盛況のやまえつつじ祭 

3月／ 

25日 
貍 

3月／ 

26日 
豸 



はじめに
国において「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」が策定され

たことにより、平成１８年度から平成２１年度までの４年間で、行政全般にわたり計

画策定、実施、検証のサイクルで見直しを行い、社会経済の変化及び住民の多様なニ

ーズに対応し得る簡素で効率的な行政の確立を目指します。

各年度、集中的に取り組む次の項目について、数値目標に努めることとし、庁内の行

財政改革推進班、村行政改革推進委員会において調整を行い、年度末における進行状

況を公表します。

１　事務・事業の再編・整理、廃止・統合

２　民間委託等の推進（指定管理者制度の導入を含む）

３　定員管理の適正化

４　手当の総点検をはじめとする給与の適正化（給料表の運用、退職手当、特殊勤

務手当等諸手当の見直し等）

５　第三セクターの見直し

６　経費節減等の財政効果

７　地方公営企業関係

行
政
改
革
大
綱
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
計
画
的
、
効
果
的
な
国
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事

務
事
業
・
組
織
、
機
構
の
見
直
し

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
方
の
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
る

今
日
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
次
の
項
目

に
つ
い
て
事
務
・
事
業
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

項　　目 内　　　　容 現在の状況 目標 年度 

保育所の 
民営化 

投票区の 
見直し 

補助金 
負担金 

使用料 
手数料 

電話交換 
（案内・受付） 
 

道路維持 
補修・清掃 

章鹿倉保育園・万江保育
所の民営化を検討する 

検討委員会
で検討中 

7･9･1･3投
票区を検討
中 

各課で検討 

各課で検討 

職員で対応 

一部委託 

全体的に投票区の見直し
を行う 

補助金の終期・総額抑制・
廃止に向け見直しを行い、
負担金の適正化を図る 

使用料・手数料の適正化
を図る 

嘱託職員又は臨時職員と
する 

村所有の重機オペレータ
ー委託、民間業者委託を
進める 

20年度 

19年度 

18年度 

19年度 

20年度 

20年度 

公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
山
江

温
泉
「
ほ
た
る
」
を
含
む
10
施
設

を
第
３
セ
ク
タ
ー
等
へ
業
務
委

託
、
残
り
の
３
施
設
に
つ
い
て
は

直
営
に
よ
り
現
在
ま
で
管
理
し
て

い
ま
し
た
が
、
法
改
正
及
び
指
定

管
理
者
制
度
に
伴
い
、
公
の
13
施

設
中
の
３
施
設
に
つ
い
て
は
条
例

を
改
正
し
、
平
成
18
年
度
に
は
指

定
管
理
者
制
度
導
入
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
他
の
施
設
に
つ
い
て
も

管
理
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

制
度
へ
の
移
行
が
効
率
的
な
施

設
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
能
力

を
活
用
し
な
が
ら
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
経
費
節
減

に
努
め
ま
す
。



方　　針 目標年度 現在の状況 施　　設　　名 

山江温泉「ほたる」 

山江村体育館 

尾寄崎キャンプ場 

山江村物産館「ゆっくり」 

山江村地域特産物利用加工施設 

山江村自然休養村管理センター 

山江村畜産研修センター 

山江村農村環境改善センター 

山江村自然休養村野営場等林間休養施設 

屋形多目的集会施設 

山江村歴史民俗資料館 

山江村高齢者コミュニティセンター 

山江村万江木のふれあい館 

18年度 

18年度 

18年度 

指定管理者 
制度導入 

業務委託 

業務委託 

指定管理者 
制度導入 
指定管理者 
制度導入 

業務委託 

全部直営 

全部直営 

業務委託 

業務委託 

全部直営 

業務委託 

業務委託 

 

業務委託 

指定管理者 
制度検討 

 

 

業務委託 

全部直営 

全部直営 

業務委託 

業務委託 

全部直営 

全部直営 

業務委託 

第
２
次
・
第
３
次
行
政
改
革
大

綱
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
定
員
管

理
を
行
い
、
平
成
11
年
度
の
62
名

か
ら
平
成
17
年
度
59
名
に
職
員
数

を
抑
制
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
国
が
示
し
た
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
」

の
中
で
、
過
去
５
年
間
の
地
方
公

共
団
体
の
総
定
員
4.6
％
を
上
回
る

純
減
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
者
、
事

務
量
等
を
十
分
に
考
慮
し
、
新
規

採
用
を
計
画
的
に
行
い
、
平
成
22

年
４
月
１
日
の
目
標
職
員
数
を
55

名
と
し
ま
す
。

年　　度 
参　　　考 

新規採用者 退職者 増減数 増減率 
４月１日 
目標職員数 

うち公 
営事業 

平成18年度 

平成19年度 

平成20年度 

平成21年度 

平成22年度 

５９ 

６１ 

５８ 

５５ 

５５ 

５ 

５ 

５ 

５ 

５ 

０ 

２ 

１ 

１ 

１ 

０ 

４ 

４ 

１ 

４ 

０ 

２ 

△１ 

△４ 

△４ 

０ 

 

 

 

△6.7%

給
与
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
給
与
の
適

正
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種

手
当
の
見
直
し
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
４
月
給
与
構

造
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
給
与
体

系
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
給
与
制
度
、
運
用
の

適
正
化
を
図
り
、
村
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
給
与
水
準
に
し

ま
す
。
な
お
、
給
与
等
の
公
表
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
本
村
条

例
を
制
定
し
、
住
民
に
わ
か
り
や

す
い
「
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【一般職員】 

【特  別  職】 
　類似団体、近隣町村の状況により適正化を図ります。 

項　　　　目 現　　　状 方　　　針 目標年度 

高齢層職員昇給 

退職時特別昇給 

特別昇給 

勤務成績の評定実施 

特殊勤務手当 

勤勉手当 

56歳昇給延伸、 
58歳昇給停止 
 
勧奨退職時のみ 
最大３号 
 
平成17年度から 
凍結 

未実施 
 

大型特殊自動車 
運転手当3,500円 
 
本俸＋扶養手当 
の成績率と期間 
率を乗じた額 

新給与制度に基づき 
国の制度どおりの運用 
 
新給与制度に基づき 
国の制度どおりの運用 
 
新給与制度に基づき 
国の制度どおりの運用 
 
新給与制度の見直し 
に併せ導入 
 

手当廃止 
 

国の制度どおり運用 

平成18年度 

平成18年度 

平成18年度 

平成18年度 

平成18年度 

平成18年度 

本
村
の
第
３
セ
ク
タ
ー
は
、
地

域
振
興
の
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ

た
温
泉
施
設
を
運
営
す
る
株
式
会

社
山
江
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
、
農
林
産
物
を
加
工
、
販
売
す

る
物
産
館
・
地
域
特
産
物
利
用
加

工
施
設
の
２
施
設
を
運
営
す
る
有

限
会
社
や
ま
え
が
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
第
３
セ
ク
タ
ー
が
運
営
す
る

こ
の
３
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
４
月
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。
民
間
事
業
者

も
参
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
民
間
に
負
け
な
い
よ
う
、

今
ま
で
以
上
の
経
営
努
力
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
組
織
の
ス

リ
ム
化
を
行
い
、
平
成
20
年
度
に

向
け
て
統
合
を
進
め
ま
す
。



効
活
用
を
図
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
ま
で
の
歳
出
削
減
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
削
減
、
特
別
職
報
酬
見
直
し
、

そ
の
他
旅
費
の
見
直
し
で
１
千
７
０
０
万

円
、
村
単
独
の
補
助
金
の
見
直
し
に
よ
り
６

０
０
万
円
の
削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
集

中
改
革
期
間
に
お
い
て
は
、
①
事
務
事
業
の

見
直
し
・
②
民
間
委
託
等
の
推
進
・
③
定
員

管
理
の
適
正
化
・
④
給
与
の
適
正
化
の
各
表

項
目
に
つ
い
て
平
成
21
年
度
を
ま
で
の
見
直

し
を
図
り
ま
す
。

① 事務・事業の見直しによる効果見込額 

　歳入効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　　　　目 ２０年度 １９年度 １８年度 ２１年度 

村 税  
 
公有財産有効
活 用   
各種事業負担
金 の 見 直 し   
使用料・手数
料 の 見 直 し  
 
合 　 計  

２，５００ 

－ 

０ 

０ 

２，５００ 

２，５００ 

－ 

５００ 

１００ 

３，１００ 

２，５００ 

－ 

５００ 

１００ 

３，１００ 

２，５００ 

－ 

５００ 

１００ 

３，１００ 

　歳出効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

②民間委託等の推進 
　歳出効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

項　　　　　　　　目 ２０年度 １９年度 １８年度 ２１年度 

項　　　　　　　　目 ２０年度 １９年度 １８年度 ２１年度 

保育所の民営化 

投票区の見直し 

代替バス運行の見直し 

各種委員見直し 

村単独補助金の見直し 

事務の見直し（案内・受付電話交換） 

道路維持補修・清掃の見直し 

　　　小　　　　　　　計 

山江温泉「ほたる」の運営見直し 

山江村物産館「ゆっくり」の運営
見直し 
山江村地域特産物利用加工施設の
運営見直し 

　　　小　　　　　　　計 

０ 

０ 

０ 

０ 

３，９００ 

０ 

０ 

３，９００ 

０ 

６００ 

４，０００ 

１５０ 

６，３５０ 

０ 

０ 

１１，１００ 

４５，０００ 

６００ 

４，０００ 

１５０ 

７，０００ 

△２，０００ 

△２，４００ 

５２，３５０ 

４５，０００ 

６００ 

４，０００ 

１５０ 

７，５００ 

△２，０００ 

△２，４００ 

５２，８５０ 

３，５００ 

５００
 

 

４，０００ 

３，５００ 

５００ 
 

４，０００ 

３，５００ 

５００ 
 

４，０００ 

３，５００ 

５００ 
 

４，０００ 

平
成
16
年
度
ま
で
の
歳
入
確
保
に
お
い
て

は
、
平
成
15
年
度
か
ら
徴
収
職
員
の
配
置
に

よ
る
訪
問
徴
収
等
で
１
０
０
万
円
増
の
実
績

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
集
中
改
革
期
間
に
お

い
て
は
、
①
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
効

果
見
込
額
の
歳
入
表
見
直
し
項
目
に
よ
り
、

村
民
税
、
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
の
廃

止
を
行
い
歳
入
増
に
努
め
、
公
有
財
産
の
有



・
簡
易
水
道
事
業

施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
で
、

農
業
集
落
排
水
事
業
で
計
画
し
た

全
地
域
の
整
備
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
水
の
需
要
も
年
々
増
え
て

お
り
施
設
の
整
備
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

口
は
逆
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

も
考
慮
し
な
が
ら
、
節
水
の
呼
び

か
け
を
行
な
い
、
必
要
最
小
限
の

整
備
に
と
ど
め
ま
す
。
ま
た
、
水

道
料
の
見
直
し
を
行
な
い
な
が
ら

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

定
員
管
理
の
適
正
化
・
給
与
の

適
正
化
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
行

政
職
に
沿
っ
た
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

〔
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果
〕

収
入
面
に
お
い
て
は
、
未
収
金

の
徴
収
対
策
と
し
て
、
月
末
定
期

徴
収
、
夜
間
徴
収
を
行
い
未
収
金

徴
収
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

・
農
業
集
落
排
水
事
業

平
成
16
年
度
末
で
、
農
業
集
落

排
水
事
業
計
画
最
後
の
処
理
場
と

管
路
布
設
が
全
地
域
完
了
し
、
平

成
17
年
６
月
か
ら
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
全
体
の

加
入
率
は
65.3
％
と
低
い
た
め
、
接

続
に
要
す
る
工
事
資
金
融
資
の
あ

っ
せ
ん
等
を
行
い
、
加
入
促
進
を

進
め
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま

す
。定

員
管
理
の
適
正
化
・
給
与
の

適
正
化
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
行

政
職
に
沿
っ
た
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

〔
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果
〕

収
入
面
に
お
い
て
は
、「
下
水

道
の
日
」（
９
月
10
日
）
を
中
心

に
、
農
業
集
落
排
水
加
入
促
進
に

関
連
す
る
行
事
等
で
加
入
促
進
を

実
施
し
収
入
増
を
図
り
ま
す
。
ま

た
未
収
金
の
徴
収
対
策
と
し
て
、

月
末
定
期
徴
収
、
夜
間
徴
収
を
行

い
未
収
金
徴
収
の
確
保
に
つ
と
め

ま
す
。

③定員管理の適正化 
　歳出効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

④給与の適正化 
　歳出効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

項　　　　　　　　目 ２０年度 １９年度 １８年度 ２１年度 

２１年度 

職員定数の見直し 

議会議員定数の見直し 

　　　小　　　　　　　計 

０ 

０ 

０ 

△８，３００ 

１３，０８０ 

４，７８０ 

４，１５０ 

１３，０８０ 

１７，２３０ 

１６，６００ 

１３，０８０ 

２９，６８０ 

項　　　　　　　　目 ２０年度 １９年度 １８年度 

２１年度 ２０年度 １９年度 １８年度 

・国の給与制度運用の適正化 
・諸手当の見直し 

特別職等 

　　　小　　　　　　　計 

①　～　④　の　合　計 

１００ 

７３５ 

８３５ 

５００ 

７３５ 

１，２３５ 

５００ 

７３５ 

１，２３５ 

５００ 

７３５ 

１，２３５ 

８，７３５ ２１，１１５ ７４，８１５ ８７，７６５ 



このコーナーは、山江村でいろんな事に頑

張っている「人」を紹介していくものです。

今月は、第12区長 豊永 泰愛さんにインタビ

ューしました。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

豊永　泰愛（とよなが　やすなり）
山田内ノ畑地区地区在住　第12区長

趣味：狩猟

（イノシシ）

第12区長

地
元
で
取
れ
た
材
料
を
使
っ
て
特
産
品
を

加
工
・
販
売
す
る
取
組
み
を
実
現
し
た
い

便
利
な
時
代
で
す
が
、
こ
う
い
う

時
代
だ
か
ら
こ
そ
昔
の
良
い
も
の

も
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
の

取
組
み
を
今
年
中
に
実
現
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
に
、
こ
の
地

区
で
育
っ
て
、
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域

作
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
う
点
が
自
慢
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
12
区
に
は
、
た
ば

こ
農
家
や
肉
用
牛
農
家
、
そ
れ
に

果
樹
栽
培
農
家
な
ど
の
認
定
農
業

者
が
５
名
お
り
、
農
業
に
対
し
て

非
常
に
意
欲
的
で
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
後
継
者
が
い
な
い
と

い
う
の
が
深
刻
な
問
題
で
、
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
に
就
任
さ
れ
て
一

年
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
後
の
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

豊
永

出
前
む
ら
役
場
の
時
に
出

た
意
見
な
の
で
す
が
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、
ま
た
昔
の
良
い
も

の
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
、
地
元
で

取
れ
た
材
料
を
使
っ
て
コ
ン
ニ
ャ

ク
や
豆
腐
、
ゆ
べ
し
な
ど
の
特
産

品
を
加
工
し
、
販
売
す
る
取
組
み

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
意

見
が
で
ま
し
た
。
現
在
は
好
き
な

と
き
に
、
好
き
な
も
の
が
買
え
る

（
聞
き
手
）
ま
ず
、
地
区
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

豊
永

12
区
は
尾
崎
、
内
ノ
畑
、

高
触
、
萩
、
椎
谷
、
大
河
内
の
集

落
か
ら
構
成
さ
れ
る
地
区
で
す
。

以
前
は
世
帯
数
も
60
数
戸
あ
り
、

少
子
高
齢
化
な
ど
夢
に
も
思
わ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
に
至
っ

て
は
世
帯
数
50
戸
、
小
中
学
校
の

生
徒
、
児
童
は
９
名
と
、
少
子
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い

る
状
況
で
す
。

年
に
１
回
実
施
し
て
い
る
一
分

館
一
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に

と
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
そ
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
３
種
類
の
種
目
を
用
意
し
、

地
区
の
皆
さ
ん
の
健
康
作
り
の
た

め
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
聞
き
手
）
そ
れ
で
は
12
区
の
自
慢

を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
永

12
区
の
自
慢
は
農
業
に
関

し
て
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
い
と



４
月
16
日（
日
）
山
江
村
に
春
を
告
げ
る
、

「
平
成
18
年
度
や
ま
え
つ
つ
じ
祭
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
去
年
に
引
続
き
晴
天
に
恵
ま

れ
、
絶
好
の
お
祭
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

農
村
広
場
駐
車
場
の
特
設
会
場
に
お
い

て
は
、
９
時
30
分
か
ら
の
開
会
行
事
の
後
、

紅
白
も
ち
投
げ
、
演
芸
大
会
を
行
い
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
轟
轟
戦
隊
ボ
ウ

ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
子
供
達

の
目
を
釘
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
野
営
場
前
の
広
場
に
お
い
て
は

球
磨
拳
大
会
が
行
わ
れ
「
イ
ッ
チ
ョ
、
ニ

ー
」
の
掛
け
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
ヤ
マ

メ
の
掴
み
取
り
が
実
施
さ
れ
、
子
供
達
が
元

気
に
ヤ
マ
メ
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
豪
華
商

品
が
用
意
さ
れ
、
番
号
が
呼
び
上
げ
ら
れ
る

た
び
に
喜
び
の
声
や
、
た
め
息
が
聞
こ
え
、

大
変
な
賑
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
温
か
く
な
る
の
が
少
し
遅
か
っ

た
せ
い
か
、
会
場
の
つ
つ
じ
は
５
分
咲
き

く
ら
い
で
し
た
が
、
各
種
団
体
の
出
店
は

売
り
切
れ

が
続
出
し
、

大
盛
況
な

イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま

し
た
。

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
入
口
護
山

江
村
消
防
団
団
長
の
後
任
と
し
て
、
田
原

龍
太
郎
氏
（
山
田
東
浦
）
が
、
岩
本
政
利

副
団
長
の
後
任
に
立
道
徹
氏
（
万
江
柳
野
）

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

田
原
団
長
は
、
第
三
分
団
で
の
経
験
を
、

立
道
副
団
長
は
第
四
分
団
で
の
活
躍
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
経
験
と
指
導
力
を
か
わ

れ
、
今
回
の
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
山
江
村
の
消
防
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
災
害
等
の
防
除
な
ど
の
予
防
消

防
・
防
災
な
ど
へ
の
指
導
力
に
期
待
が
か

か
り
ま
す
。

尚
、
今
回
団
長
を
退
職
さ
れ
た
入
口
護

氏
は
団
長
・
副
団
長
を
20
年
、
岩
本
政
利

氏
は
副
団
長
を
10
年
と
そ
れ
ぞ
れ
長
き
に

わ
た
り
、
消
防
・
防
災
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
功
績
に
対
し
ま
し
て
、
衷

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



１．

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
・
・

平
成
18
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
役
場
住
民
福
祉
課
内
に
設
置
し
、
４
月
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

２．

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
ん
な
仕
事
を
し
ま
す

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
１
・
要
支
援
２
と
判
定
さ
れ
た
方
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
た
て
ま
す
。

②
要
介
護
認
定
は
受
け
て
い
な
い
が
、
介
護
の
恐
れ
の
あ
る
虚
弱
高
齢
者
（
体
力
の

低
下
が
あ
る
方
な
ど
）
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
高
齢
者
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
関
係
機
関
を
紹
介

し
た
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

④
虚
弱
高
齢
者
を
早
期
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
実
態
把
握
を
行
い
ま
す
。

⑤
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑥
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

⑦
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
・
介

護
支
援
専
門
員
が
担
当
し
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

山
江
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

担
　
当：

赤
城
・
蕨
野

所
在
地：

山
江
村
役
場
住
民
福
祉
課
内

電
　
話：

２
３
│
２
２
３
２
（
直
通
）

４
月
28
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
18
年
山
江
村
文
化
協
会
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
協
会
は
、
昨
年
ま
で
生
涯
学
習
の
趣
味
の

講
座
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
た
各
サ
ー
ク
ル
を

昨
年
10
月
に
文
化
協
会
と
し
て
設
立
。
文
化
芸

術
団
体
な
ど
の
連
携
を
図
り
、
文
化
事
業
の
推

進
や
地
域
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
活
動
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
平
成
17
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
、
平
成
18
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
、

会
則
改
正
案
、
山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
の
協

賛
、
後
援
な
ど
を
提
案
し
、
会
則
改
正
案
の
一

部
修
正
を
除
き
原
案
ど
お
り
承
認
。
今
年
度
の

大
き
な
事
業
と
し
て
、
11
月
18
日
に
、
第
一
回

山
江
村
文
化
祭
を
山
江
村
体
育
館
で
舞
台
芸
術

（
各
部
発
表
）
や
美
術
、
文
芸
作
品
（
各
部
展

示
）、
郷
土
芸
能
な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
文
化
協
会
で
は
各
サ
ー
ク
ル
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は
教
育
委
員
会

ま
で
。

４
月
23
日
、
午
前
10
時
よ
り
、
歴
史
民
俗
資

料
館
図
書
室
に
お
い
て
、
え
ほ
ん
の
「
お
は
な

し
の
会
」
を
教
育
委
員
会
主
催
で
開
催
し
ま
し

た
。今

回
で
２
回
目
と
な
る
「
お
は

な
し
の
会
」
は
、
村
内
の
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
ひ
さ
ま
の
会
」
の
方
々
に
よ

り
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
ち

な
ん
で
実
施
し
た
も
の
。

当
日
は
、
親
子
約
50
名
の
参
加

が
あ
り
、
古
賀
教
育
長
挨
拶
の
後
、

手
遊
び
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
英
語
絵

本
、
人
形
劇
、
新
聞
紙
シ
ア
タ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
に
、
子
ど
も
達
は
、

楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
手

作
り
の
人
形
を
使
っ
た
人
形
劇
「
大
き
な
か
ぶ
」

で
は
、
歌
や
ひ
ょ
う
き
ん
な
動
作
に
会
場
か
ら

大
き
な
笑
い
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
、
と
て
も
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
ひ
さ
ま
の
会
」

で
は
、
一
緒
に
活
動
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
、
山
田
小
学
校
図
書

室
の
吉
川
先
生
又
は
、
教
育

委
員
会
へ
ご
一
報
下
さ
い
。



本年も５月の「赤十字運動月間」を中心に、赤十字

事業資金（社資）の募集を実施します。「人道、博愛」

の精神のもと活動する赤十字に皆様の一層のご理解を

いただき、「赤十字社員」（年額500円以上をご協力い

ただける方）として、人道的事業に参画していただき

ますようお願いいたします。

★誰もが、赤十字をささえる一員になれます。★
赤十字社員にご加入ください。
社員とは赤十字の会員・メンバーのことで、年額

500円以上の資金協力（社費）によって人道的活動を
支援いただいています。赤十字の奉仕者（区長及び
班長）が皆様のご家庭を訪問した際に、お申し込みく
ださい。

★内祝いや香典返しを赤十字へ★
長寿のお慶びや全快祝い、金・銀婚式記念、創立

記念、または香典返等を「赤十字の事業資金に」と、
各方面からご寄付いただいています。

★税制上の優遇措置について★
日本赤十字社にお寄せいただく社

費や寄付金は、一定の条件を満たし
た場合、税制上の優遇措置を受ける
ことができます。

65歳以上75歳未満で老人保健
法施行令に定める程度の障害の
状況にある者について、障害認
定の請求を行うことができま
す｡詳しくは保健衛生課老人医
療係まで。

普段何気なく使用している水道水。水は、豊富にあるものではな
く、限りある貴重な資源です。水を無駄なく有効に使うように一人
ひとりが心がけましょう。「水道週間」が６月１日～７日実施され
ます。これを機会に我が家の水の使い道を見直してみてはいかがで
しょうか。工夫次第で、かなりの水の量が節約できます。

①コップ３杯程度ですむ歯磨きも、うっかり流しっぱなしでは、約

６リットル（１分間）の水の無駄です。

改善POINT ３人家族で１日２回歯を磨いた場合、一ヶ月で浴槽５
杯分の節約が出来ます。

②バケツ洗いなら５杯程度ですむ洗車も、流しっぱなしのホース洗

いでは、３０杯以上の水が必要です。

改善POINT 一週間に１度洗車した場合、一ヶ月で浴槽２.５杯分の
節約が出来ます。

③お風呂の水を利用してますか

改善POINT 浴槽は小さなものでも２００リットル、せめて残り湯
の半分くらいは洗濯、掃除、散水に活用してください。

④節約の決め手は蛇口のあけしめ

改善POINT 洗面、炊事に流しっぱなしで使うときは、水の出を調
節してください。ちょっとひねって（６０°開いて）
６リットル。いっぱいひねって２０リットル。（それぞ
れ１分間の放水量）

いかがですか、早速今日からやってみては。

水道だより 6月1日～7日は「水道週間」です。

拡充の内容

支給対象年齢が、これまでの小学校３年生
（９歳到達後最初の年度末）までから、小学校６
年生（12歳到達後最初の年度末）までに拡大さ
れ、併せて、所得制限が引き上げられます。

認定請求の手続きが必要となります。

新たに、児童手当を受けられる児童の保護者
の皆様については、市区町村の窓口（公務員の
方は勤務先）で、認定請求の手続きが必要とな
ります。なお、改正に伴う新規請求は、平成18
年９月30日まで受け付けたものに限り、特例的
に４月１日（または支給要件に該当した日）に
さかのぼって支給されます。

詳しくは山江村役場住民福祉課蕁23-3978へお問い
合わせ下さい。

◎現在児童手当を受給中の方も、６月の現況届を
必ず提出して下さい。
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■
試
験
日

平
成
18
年
８
月
16
日
（
水
）

■
試
験
会
場

熊
本
県
立
大
学

■
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
程
度
で
飲
食
店
や
給

食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調
理

実
務
経
験
の
あ
る
方

■
願
書
受
付
期
間

平
成
18
年
６
月
５
日
（
月
）
〜

平
成
18
年
６
月
９
日
（
金
）

■
願
書
配
布
機
関

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推

進
課

■
願
書
提
出
先

熊
本
市
以
外
の
県
内
居
住
者

→

県

保
健
所

熊
本
市
居
住
者→

熊
本
市
保
健
所

県
外
居
住
者→

県
庁
健
康
づ
く
り

推
進
課

■
受
験
手
数
料
　
　
６，

２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

人
吉
保
健
所

電
話
２
２
│
３
１
０
７

又
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

電
話
０
９
６
│
３
３
３
│
２
２
０
８

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
総
務
部
税

務
課
で
は
、
県
税
確
保
の
た
め
、
差
し

押
さ
え
た
電
話
加
入
権
の
公
売
（
入
札
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
、
２
０，

０
０
０
円
程
度
で
電
話
加
入
権
が
取
得

で
き
る
よ
う
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
電

話
が
ほ
し
い
方
、
詳
し
い
内
容
を
知
り

た
い
方
は
、
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
事
情
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
平
成
18
年
６
月
22
日
（
木
）

午
前
９
時
45
分
集
合

○
場
所
　
熊
本
県
球
磨
総
合
庁
舎

（
２
階
　
小
会
議
室
）

○
当
日
必
要
な
も
の

①
認
印
（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）

②
購
入
代
金

（
現
金
、
入
札
金
額
＋
消
費
税
）

③
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

④
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

連
絡
先

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
税
務
課
収
税
係

担
当
　
福
原

電
話
０
９
６
６
│
２
４
│
４
１
１
１

（
代
表
）

電
話
０
９
６
６
│
２
２
│
５
１
８
９

（
直
通
）

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
10

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に

比
べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

る
た
め
、
年
金
額
を
満
期
に
近
づ
け
る

た
め
に
も
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き

は
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を

受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
追
納
す
る
場
合
の
金
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
注
）
追
納
は
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

期
間
の
古
い
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
免

除
と
学
生
納
付
特
例
又
は
若
年
者
納
付

猶
予
を
受
け
た
期
間
の
両
方
が
あ
る
場

合
は
、
ど
ち
ら
を
先
に
納
め
る
か
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

放
さ
れ
た
犬
に
よ
り
咬
傷
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

散
歩
の
と
き
や
夜
も
つ
な
い
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

小
さ
い
犬
で
も
放
し
飼
い
を
す
る
と
、

子
供
が
こ
わ
が
り
事
故
の
も
と
に
な
り

ま
す
。

ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
！

散
歩
に
行
く
と
き
は
、
ふ
ん
の
後
始

末
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
責
任
を

も
っ
て
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

犬
・
ね
こ
等
を
捨
て
な
い
で
最
後
ま
で

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

捨
て
ら
れ
た
犬
・
ね
こ
は
、
の
ら

犬
・
の
ら
ね
こ
と
な
り
、
不
幸
な
一
生

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

犬
・
ね
こ
も
家
族
の
一
員
と
し
て
終

生
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
・
ね
こ
の
習
性
等
を
理
解
し
て
正
し

く
飼
い
ま
し
ょ
う
！

犬
や
ね
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
習
性
や
行

動
を
よ
く
知
り
、
十
分
な
運
動
や
清
潔

さ
を
保
ち
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
生

涯
１
回
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
！狂

犬
病
は
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
現
在

わ
が
国
に
は
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
海
外
で
は
依
然
と
し
て
発
生
し
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
狂
犬
病
が
侵
入

承認を受けた月の年度 
追納額（１ヵ月分） 

全額免除 
平成８年度 
平成９年度 
平成10年度 
平成11年度 
平成12年度 
平成13年度 
平成14年度 
平成15年度 
平成16年度 
平成17年度 

16,480 
16,260 
16,010 
15,400 
14,800 
14,230 
13,690 
13,490 
13,300 
13,580

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
6,840 
6,740 
6,650 
6,790

半額免除 



し
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
相
談
の
日
」

と
定
め
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
家
庭
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
・
相

続
問
題
・
い
じ
め
・
差
別
な
ど
に
つ
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
又
年
金
に
つ

い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

な
ど
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
要
望

な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

期
日

６
月
１
日
（
木
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

場
所

黎
明
館
（
味
園
）

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

と
山
江
村
の
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相

談
委
員
宅
で
は
休
日
を
除
き
、
毎
日
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

人
吉
市
土
手
町
36
番
地
１
（
人
吉
総

合
病
院
前
）
蕁
２
２
│
３
３
９
３

（
人
権
相
談
委
員
）

・
山
田
井
手
口

勝
本
　
フ
ミ
カ
蕁
２
３
│
３
５
３
９

・
万
江
城
内

中
村
　
智
代
正
蕁
２
２
│
４
９
６
８

（
行
政
相
談
委
員
）

・
山
田
味
園

稲
留
　
定
則
蕁
２
３
│
４
９
７
４

近
年
、
Ｏ
１
５
７
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
属

菌
等
に
よ
る
食
中
毒
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
の
食
中
毒
も
全
国
で
多
く
発
生

し
て
い
る
状
況
で
す
。

食
中
毒
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
飲
食
物
や
、
ふ
ぐ
の
肝
、
毒

キ
ノ
コ
な
ど
の
有
害
物
を
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
主
に
腹
痛
、
下
痢
、
嘔
吐
と
い
っ

た
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
原
因
に
よ
っ
て

は
マ
ヒ
な
ど
の
神
経
症
状
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
食
中
毒
は
家
庭
で
も
発

生
し
ま
す
。
家
庭
で
も
で
き
る
食
中
毒

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１．

調
理
前
、
食
事
の
前
、
用
便
の
後

は
よ
く
手
を
洗
う
。

２．

ま
な
板
や
ふ
き
ん
な
ど
は
、
よ
く

洗
浄
し
熱
湯
、
殺
菌
剤
（
漂
白
剤
）

等
で
消
毒
の
う
え
乾
燥
さ
せ
る
。

３．

生
鮮
食
品
を
購
入
し
た
ら
、
早
め

に
食
べ
る
。

４．

調
理
し
た
食
品
は
、
早
め
に
食
べ

る
。

５．

加
熱
し
て
食
べ
る
食
品
は
、
よ
く

火
を
通
す
。

６．

フ
グ
の
素
人
調
理
は
絶
対
に
し
な

い
。

７．

健
康
管
理
に
注
意
す
る
。

日
本
人
の
40
才
以
上
は
２
人
に
１
人

は
高
血
圧
症
で
す
。

さ
ら
に
、
高
血
圧
が
原
因
の
疾
患
は

ガ
ン
を
抜
い
て
日
本
人
の
死
因
の
第
１

位
で
す
。

高
血
圧
症
が
続
く
と
動
脈
硬
化
が
早

く
進
み
、
脳
、
心
臓
、
腎
臓
な
ど
大
切

な
臓
器
に
障
害
が
起
こ
り
、
脳
卒
中
や

虚
血
性
心
疾
患
、
腎
不
全
な
ど
の
病
気

へ
進
行
し
ま
す
。

今
回
、
村
民
の
皆
様
の
高
血
圧
予
防

の
た
め
全
区
へ
１
台
づ
つ
血
圧
計
を
配

り
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
地
区
の
公
民
館
等
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
自
分
の
血
圧

値
を
計
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（平成18年４月30日までの受付分）

驂驂

闢闢
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経済課・農業委員会 
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保健衛生課 
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■開催日：平成17年9月9日（金）～11日（日） 
■会　場：山江村体育館（主会場） 
■主　催：第3回市民メディア全国交流集会in山江村実行委員会 
■日　程：  9日番組作り体験講座、交流会 
　　　　　10日全体会、分科会、大交流会 
　　　　　11日番組収録体験 
■連絡先：山江村企画情報センター　蕁23-5234

朝ごはんをたべよう                                                      

★材料（４人分） 
・食パン（6枚切り） 4枚      
・ケチャップ 大さじ４      
・玉葱（薄切り） 1/4ヶ 
・ハム又はツナ 4枚（40g）  
・ピーマン（薄切り） 1/4ヶ（10g) 
・トマト（輪切り)  1ヶ（約100g) 
・とろけるチーズﾞ 60g

3月／ 

25日 
貍 

3月／ 

26日 
豸 


